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矢作古川(水系)改修促進に関する要望書 

 

 平素は、矢作古川水系の改修促進にご尽力をいただきまして、

誠にありがとうございます。また、令和５年度補正予算及び令和

６年度当初予算におきまして、本同盟会の重点要望事項でありま

す各事業に対し、格別の御支援を賜り厚くお礼申し上げます。 

 近年、令和３年８月豪雨など、全国で水災害による被害が頻発

化・激甚化するなかで、治水事業は国土の保全を図り、活力ある

地域社会を育むため最優先されるべき根幹事業であります。 

 本流域におきましても、昨年６月２日の台風２号の接近に伴う

豪雨では広田川で氾濫危険水位を超過し、平成１２年東海豪雨、

さらには平成２０年８月末豪雨では、広田川流域の幸田町で１時

間に１１６ミリの降雨を記録するなど、広田川流域で未曽有の豪

雨となり、幸田町地内で破堤するとともに流域の複数の河川で越

水、内水被害などが発生し、床上浸水５４１戸、床下浸水９３７

戸を含め約４１０ｈａの甚大な浸水被害を受けました。 

 この対策としまして、国土交通省において矢作古川分派施設の

整備をしていただいたことにより、矢作川からの分流量が抑制さ

れ、また愛知県においては床上浸水対策特別緊急事業を行ってい

ただいたことにより、本流域の治水安全度が格段に向上しました

ことに大変感謝しております。 
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 しかしながら、本流域には未だ流下能力不足等の整備必要区間

が存在しており、流域住民の安全な生活基盤の実現のため、治水

事業の強力な推進を引き続きお願いする次第でございます。 

 一級河川砂川では、令和元年度から大規模特定河川事業により、

狭窄部となっている道路橋３橋の改築を進めていただいており、

その上流のＪＲ東海道本線交差部においても、隣接する岡崎市都

市計画道路の整備と合わせた改修事業着手に向け着実に調整を進

めていただいており、大変感謝をしております。引き続き予算等

の確保について特段のご配慮をお願いいたします。 

 一級河川広田川では、大規模特定河川事業等により河道拡幅及

び菱池遊水地整備について進めていただいており感謝申し上げま

す。特に菱池遊水地につきましては、面積が２４万㎡、そして貯

留容量が６５万４千㎥であり、幸田町だけでなく下流域の岡崎市、

西尾市といった広域なエリアで治水効果を発揮する事業になりま

すので、早期完成に向け、引き続き事業推進していただきますよ

うお願いいたします。 

 また、近い将来にはこの地方において南海トラフ地震の発生が

予想されており、流域住民の地震や津波に対する関心が非常に高

まっている中、これまでも堤防の耐震対策を防災・減災、国土強

靱化のための５か年加速化対策等により大きく進めていただきま

して感謝申し上げます。引き続き、一級河川矢作古川の堤防の耐
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震対策、津波対策をお願いいたします。 

 同盟会と致しましても、あらゆる関係者が協働して行う流域治

水プロジェクトに基づく対策を推進するため、ハザードマップの

周知や水害リスクに対する理解促進などのソフト施策に、引き続

き取り組んでまいりますので、流域住民が安心・安全に暮らせる

よう、矢作古川水系の改修促進につきましても、今後も特段のご

配慮を賜りますようお願いいたします。 

 併せて、防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策に

必要・十分な予算を確保するとともに、さらには、５か年加速化

対策後も継続的・安定的に予算を確保するようお願い申し上げま

す。 

 

 令和６年７月９日 

 

矢作古川(水系)改修促進期成同盟会 

会長  西尾市長  中 村  健 

 

矢作古川（水系）改修促進期成同盟会 

会   長  西尾市長  中 村   健 

副 会 長  岡崎市長  中 根 康 浩 

監   事  幸田町長  成 瀬   敦 
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重 点 要 望 事 項 

 

１ 「矢作川水系流域治水プロジェクト」による事前防災・減災

対策の促進 

 

（１）大規模特定河川事業 

  ・河川整備   一級河川 砂 川（岡崎市） 

  ・菱池遊水地整備 一級河川 広 田 川（幸田町） 

 

（２）事業推進（交付金等の増額） 

  ・河川整備    

  ・地震対策   一級河川 矢作古川（西尾市） 

 

２ 治水事業に必要な予算確保 

「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」に必 

要・十分な予算の確保を要望する。 

さらには、５か年加速化対策後も継続的・安定的に必要な予算

の確保を要望する。 

一級河川 広 田 川（岡崎市･幸田町） 



須美川

地震対策 矢作古川

（西尾市）

河川整備 砂川

（岡崎市）

菱池遊水地整備

広田川（幸田町）

河川整備 広田川

（岡崎市･幸田町）

矢作古川（水系）要望図
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赤川

菱池遊水地計画地
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矢作古川（水系）改修促進要望箇所図 

（一級河川 矢作古川） 

 
愛知県津波浸水想定図 

砂川 河口部より矢作古川を望む 

堤
防

耐
震

対
策

要
望

区
間

 

 

堤防耐震対策状況 堤防耐震対策施行済
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矢作古川（水系）改修促進要望箇所図 

（大規模特定河川事業 一級河川 砂川・一級河川 広田川） 

 

  平成 20 年８月末豪雨 被災状況 

平成 20 年８月末豪雨 被災状況 

砂川 

広⽥川

⾚川
H20 破堤箇所 

H12 破堤箇所

広⽥川

菱池遊⽔地計画地 

砂川 



52,261

266,803

478,946

186,058 173,752 172,905 165,023
142,540 136,869 130,968

110,344 99,439

愛知 大阪 神奈川 静岡 兵庫 埼玉 茨城 千葉 三重 広島

矢作古川

河川改修の効果 経済的被害の軽減

◇河川改修事業により、浸水被害の経済波及被害の軽減効果

同盟会構成２市１町の占める割合
（西尾市・岡崎市・幸田町）

西三河地区の占める割合

◎平成１２年の東海豪雨では、総雨量２９５㎜を記録し、矢作古川(水系)流域

では、７９１.９ｈaが水害の被害を受け、一般資産総額は２６億８５００万円

にのぼった。

◎平成２０年８月末豪雨では、総雨量４４７.５㎜を記録し、矢作古川(水系)流

域では、４０９.４ｈaが水害の被害を受け、一般資産総額１０８億２９００万円

にのぼった。

単位：億円額

2021年経済構造実態調査調査産業別集計

全国１位である愛知県の製造品出荷額等のうち、半数以上を西三河地域が占めている。そのうち、２０２１年

の岡崎市の製造品出荷額等は約２兆５，８２５億円、西尾市は約１兆７，６６５億円、幸田町は約８，７７１億円

で、２市１町の合計は約５兆２，２６１億円であり、愛知県全体の約１１%を占めている。

東海豪雨発生時には浸水による工場の操業停止のほか、道路の冠水等による交通途絶により多大な経済波

及被害が発生したため、河川改修による経済波及被害の軽減効果は非常に高い。

主な浸水区域

上位１０都道府県

製造品出荷額等

矢作古川流域
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475,459
502,289 523,540 539,193 562,635 575,585 588,590 596,149

昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和2年

矢作古川

矢作古川

河川改修の効果 浸水リスク低減による進出企業の増加

◇河川改修事業により、浸水被害の解消を実現

◇河川改修の進行で、浸水リスクが低減し、流域内への進出企業が増加

浸水リスクの低減により平成23年度以降

20社以上の企業が流域内に進出

矢作古川水系の流域は、主要幹線道路として国道２３号、

国道２４８号が縦貫し、鉄道網としてはJR東海道本線、名鉄

名古屋本線、名鉄西尾線、愛知環状鉄道が縦貫している。

人口についても、岡崎市、西尾市、幸田町のいずれの市

町においても増加傾向にある。

流域南東部には三河湾国定公園が位置しており、風光明

媚な地域である。

矢作古川水系の流域には世界有
数の自動車部品メーカーである
（株）デンソー西尾製作所やオート
マチックトランスミッション世界トップ
シェアを誇る（株）アイシンなど多く
の自動車部品工場が存在している。

7

6

1

52

3

平成20年8月末豪雨での甚大な
浸水被害を受け、平成21年度よ
り、床上浸水を解消するため、
床上浸水対策特別緊急事業で
重点的、緊急的に実施し、治水
安全度が向上。

昭和60年～令和2年 国勢調査

人口の推移（同盟会２市１町）

4

矢作古川流域

25.4％人口増加

（120,690人）
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構成市町の声

広大なゼロメートル地帯を有し、南海トラフ地震想定におい

て、甚大な被害が予測されている本市において、堤防の耐震対

策を着実に進めていただき感謝申し上げます。

引き続き一級河川矢作古川の堤防の耐震対策、津波対策を推

進していただきますようお願いいたします。
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西尾市長

平成２０年８月末豪雨で甚大な被害を受けました本市におい

て、浸水対策は市民の関心も高いものがあります。

一級河川砂川については、令和元年度から大規模特定河川事

業が採択され、浸水対策を着実に進めていただいていることに

感謝申し上げるとともに、今後のＪＲ東海道本線交差部の改修

の予算についてもご配慮いただきますようお願いします。

岡崎市長

大規模特定河川事業により一級河川広田川において整備され

る広大な２４万㎡の菱池遊水地について、堤防の築造を進めて

いただいていることに感謝申し上げます。

令和８年度の完成に向けて、引続き、相乗効果が期待される

河道拡幅と併せ、事業推進をしていただきますようお願いいた

します。

幸田町長
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